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前年同期の実績値(連結・個別)との差異に関するお知らせ 

 
平成28年３月期(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)の業績(連結・個別)につきまして、前期

実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 平成28年３月期の業績と前期実績値との差異 

(１)  連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純損失 

１株当たり 

当期純損失 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前期（平成27年３月期）実績 
（Ａ） 

835 △886 △911 △190 △30 89

当期（平成28年３月期）実績 
（Ｂ） 

1,055 81 61 △25 △3 92

増減額 
（Ｂ－Ａ） 

219 968 973 164 ―

増減率 26.2％ ― ― ― ―

(２)  個別 

 
売上高 営業利益 経常損失 当期純損失 

１株当たり 

当期純損失 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前期（平成27年３月期）実績 
（Ａ） 

601 △147 △173 △182 △29 67

当期（平成28年３月期）実績 
（Ｂ） 

417 10 △11 △21 △3 21

増減額 
（Ｂ－Ａ） 

△183 157 162 161 ―

増減率 △30.5％ ― ― ― ―

 

２． 差異が生じた理由 

新規上場した(株)中村超硬及び(株)クレステックの売却に加え、ファンド期限の到来に伴い営業投資有価証

券の売却を推進したことにより、連結業績の売上高は増加し、営業投資有価証券の売却に伴い売却益を計上し

たこと、新規の投資損失引当金繰入額が減少したこと等により、営業利益、経常利益は黒字となり、親会社株

主に帰属する当期純損失の赤字幅は縮小しました。一方、個別業績においては、前期に当社の持分比率が高い

ファンドで上場売却を行ったことに伴う反動により売上高は減少したものの、営業投資有価証券の売却に伴い

売却益を計上したこと、新規の投資損失引当金繰入額が減少したこと等により、営業利益は黒字化し、経常損

失、当期純損失の赤字幅は縮小しました。 

以上 


